
- 44 -

別紙－３㉞ （第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ

3.出来形及 多 工 種 □ 評価対象項目の履行状況（評価値）と品質関係の試験結果のばらつきとから判断する。 □ 品質関係の試験
び出来ばえ 複 合 結果が規格値、試験

工 事 【関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験】 基準を超え不適合に
Ⅱ.品質 ※ばらつきの判断は別紙－４参照。 該当する。

別紙－３の作成は別紙－５により行う。

【評価対象項目】
①当該「評価対象項目」のうち、

評価対象外の項目は削除する。
主たる工種 該当項目数 対象評価項目数 ②削除項目のある場合は削除後の評

価項目数を母数として比率（％）
ⅰ) 別紙―３（ ） （ ） （ ） 計算の値で評価する。
ⅱ) 別紙―３（ ） （ ） （ ） ③評価値（ ％）＝合計該当項目数
ⅲ) 別紙―３（ ） （ ） （ ） （ ）／合計対象評価項目数（ ）

合 計 （ ） （ ） ④なお、削除後の評価対象項目数が
２項目以下の場合はｃ評価とする。

※本様式は、多工種で評定対象が重要な場合に、それぞれに該当する様式を複数選択し評価する場合に使用する。

●判断基準

ばらつきで判断可能 ばらつきで

50%以下 80%以下 80%を超える 判断不可能

90 ％以上 a a’ b a’
評

75 ％以上 90 ％未満 a’ b b’ b
価

60 ％以上 75 ％未満 b b’ c b’
値

60 ％未満 b’ c c c

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。


